20180318レムナント教会1部
イエス様に会えば（ヨハネ8:10-11）
今日の聖書の箇所は、とても有名な内容であり、とても大切なメッセージが込められている場面です。よく分かっているので、「ああ、そうだったのか」とつい思うかもしれませんが、この内容は一般的に考えたとき、到底信じられない、ありえないことが起きた、そういう出来事です。現場で姦淫の罪を犯していた女性がイエス様の前に連れられてきました。モーセの律法によりますと、そのような場合は、必ず石打ちにして殺すように、神のみことばに記されているわけです。けれども、いろいろなやりとりがある中で、最終的には、石を取って彼女を殺そうとしていた人が皆いなくなって去っていき、イエス様とその殺されないといけない女性だけが残るようになりました。それ自体がもうありえないことなのです。いままで現場で姦淫の罪を犯していた人がそのようになったケースは一度もありません。必ず殺されるように決まっていました。でも、今回は、皆が去っていき、イエス様と彼女だけが残るようになり、しかもイエス様が彼女にいままで聞いたことのないことをおっしゃいます。「わたしもあなたを罪に定めません」。つまり、あなたは許されたのだ。大丈夫なのだと宣言されます。ありえません。信じられません。最後におっしゃいました。「これからは罪を犯してはなりません」。それはあとで申し上げますけれども、もう一度罪を犯したら、その時はもう勘弁しないという意味ではありません。流れとして、それはおかしくないでしょうか。非常にすばらしい祝福のメッセージを語っていらっしゃったわけです。イエス様と出会いますと、イエス様を信じるようになりますと、このように到底信じられない、一般的にはありえない、考えられないことが起きるわけです。ここにいらっしゃる皆さんがイエス様を信じたのであれば、皆さんにもありえない、信じられないことが実は起きているはずです。ただ残念ながら多くのクリスチャンが、それが普通に考えるとありえない、信じられないことなので、それが自分のものだとあまり認めないし、実感がないような気がします。でも、イエス様を信じると、だれでもイエス様と出会いますと、今日の聖書に出ている彼女のように、ありえない、信じられないことが起きるわけです。それが皆さんにもすでに起きているということを今日改めて確認し、残りの皆さんの人生をどのように生きていくべきなのかということを改めるときになればいいかなと思います。
まず、イエス様が、彼女に言いました。石打ちにされて殺されるしかなかった、そこから一歩も出ることができない状態だったのに、それがすべて解けて、彼女にこのように宣言されます。「わたしもあなたを罪に定めません」。つまり、イエス様と出会いますと、どんな罪、どんな罪人でも、必ず許されます。罪が許されるということに対して軽く考える傾向があります。あるいはそう信じようとしない場合があります。罪が許されるということは、信じられない、ありえないことなのです。罪はさばかれて必ず刑を受けないといけないものなのです。それなのに、その罪が完璧に許されるようになります。いつなのでしょうか。一つだけです。イエス様と出会ったときに、どんな罪も許される、どのような罪人も必ず許されるようになります。しかもその罪が許されることは無条件です。たとえ法的にはさばかれて刑を受けないといけないような内容に間違いない場合でもです。法的にはさばかれて刑務所に行くかもしれません。けれども、そのような罪でもイエス様と出会いますと無条件許されます。世の中ではありえません。皆さんが、知っていて想像できる凶悪な犯罪には、どんなものがあるでしょうか。その被害を受けた人の心情を考えたときには、このように言えないでしょうけれども、クリスチャンの私たちはこの部分に対して曖昧であってはいけません。そういう人間でもイエス様と出会いますと、無条件許されます。不思議でしょう。世界道徳の倫理から考えたときには、これはあまりにも道徳から外れるしかない、常識はずれの問題があるかもしれません。そうだとしてもイエス様と出会いますと、そのような道徳はずれの罪を犯した人間も無条件許されます。なかなか信じられないでしょう。ときには信じたくない場合もあります。先ほども申し上げましたように、世界には常識が必要なのです。常識はずれの人間は、なかなか受け入れられないです。それは良いことではありません。でも、どんな常識はずれも、くたびれた人間、罪であっても、イエス様と出会いますと、無条件許されます。ここで礼拝をささげている皆さんは、揺れることなくこのことを信じないといけません。ときには、その罪が一生、その人の良心に突き刺さって、良心の呵責を背負って、それをどうにかするために償いの人生を送るしかない者だとだれもが言う罪、過ちがありますが、そうであっても、それがたとえ一般的には良心の呵責になるしかない汚い内容であっても、イエス様と出会いますと、無条件許されます。それが今日の聖書が私たちに語っているメッセージです。いま皆さんの前に一般的にはそうなるしかない、当たり前にさばかれるしかない条件に対して、それがどこにあるのかとおっしゃった時に、だれもいません。なにもありません。皆聞いて去っていなくなりました。イエス様の前では、それはすべて消えてなくなり、無条件許されます。

どんな過去があったでしょうか。自分の過去を振り返って、これだけはというものがあるのでしょうか。イエス様と出会いますと、無条件許されます。私たちは罪に対して、また、過ちに対して、大きな罪、凶悪な犯罪、小さな罪、いろいろ分けて判断や評価したりします。もちろん、それはこの社会を生きていくために必要な制度であり、必要な基準です。罪には、大きな罪、小さな罪、いろいろあります。だから、大きな罪の場合は、余計、それが良心の呵責になり、それが重くのしかかるようになるし、小さな罪の場合は、どうでもいいよと考えるかもしれません。でも、罪の大きさ、小ささなどと一切関係なく、イエス様と出会いますと、どんなに大きな罪、許されることができない罪であっても、無条件許されます。それは世の中ではありえません。皆さんが、生まれたときから聞いて悩んできた内容、学校の教育、社会、マスコミなどを通して受けたいろいろな教育の内容などでは当てはまらない内容であるしありえません。信じられません。だから、クリスチャンでもありえませんと思う傾向があります。そこはしっかりとしなければいけません。世の中すべての人間が、それはありえないと言っていても、イエス様と出会いますと、どんな罪、罪人でも無条件許されます。

なぜそういうことがありえるのでしょうか。これが秘密であり、神の愛なのです。罪のない唯一の救い主キリストが、その罪人、罪の身代わりとなってあがないのいけにえ、犠牲になることによって、そのようなことが可能になるのです。大きな罪、凶悪な犯罪、さばかれるしかない法的にはどうにもならない、刑務所に行くしかない罪、それは当然な罪です。その罪人にもそれをすべて背負って代わりに罰せられ、代わりに死んでいってくださるのです。それをあがないと言います。キリスト教だけに許されている奥義なのです。なかなか信じられない、ありえないことです。それでクリスチャンでも過去に捕らわれて、自分の様々な過ちの大きさ、小ささなどに左右され、右往左往しているのですが、そういったすべてをキリスト・イエスが代わりに背負って、ご自分で代価を払い、犠牲のいけにえとなられました。あがないの恵みによって、それが成り立つようになるし、可能になるわけです。だから、イエス様と出会いますと、どんな罪、罪人も、無条件許されます。神様は、最初から約束されました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くときに、なぜそれが可能なのでしょうか。かかとに噛みつかれる。キリスト、メシヤがおまえらの代わりに血を流して死ぬから、どんな罪人でも、どんな罪でも無条件許される道があるのだよとおっしゃいました。そして、そのことを再確認しながら、イザヤ53：6には、私たちのこのような罪、法的には刑務所に行くしかない、道徳に抵触するもの、常識はずれのもの、良心の呵責になるしかない罪を全部彼に負わせたとおっしゃっています。一般常識で考えると、皆さんは混乱してしまいます。
そして、その約束されたキリストが、実際に世に来られました。その方がイエス様なのです。マルコ10：45、イエス様がおっしゃいました。わたしは仕えられるためではなくて、仕えるために、多くの人のためのいけにえになるためにこの世に来られた。そして、それを実行するために罪のないメシヤ、救い主キリストが十字架にかけられることになりました。どんな罪でも無条件許されることができるように、ご自分で子羊となり、ご自分で罰せられる犠牲のいけにえとして、全焼のいけにえとしてご自分をささげることになりました。その十字架の上でメシヤであるイエス様がおっしゃいました。すべてを完了したと。一点たりとも残さずに、無条件許されるすべてを完了しました。このあがないの恵みのゆえにだれでもイエス様と出会いますと、どんな罪、どんな罪人でも、無条件許されます。ですから、イエス様を信じている皆さんは、どのような過去があろうが、どんな人生を歩んで来ていようが、今現在、どんな状況であろうが、無条件、宣言しないといけません。イエス様ご自身がおっしゃっているように、ヨハネ13：10、イエス様を信じている者は、もうとっくに全身きよいのです。その全身は、肉体的に言えば、禿げている人は髪の毛は入らないでしょうけれども、髪の毛から足の指先まで、内臓のすべてまでです。たましい、心、その人のすべてが、全身きよいのです。だれがでしょうか。滝の下で修行する人間ではなくて、どこかにお辞儀を何回も何回もしながら、あるいは自分の罪、過ちに対して、良心の呵責を背負ってつぐないをするために一生懸命、一生頑張る人ではなくて、イエス様を信じる人、イエス様と出会った人、現場で姦淫の罪を犯していた彼女のように、無条件許されます。だから、全身きよいのです。ローマ8：1、わたしはもう二度と罪に定められることなどはありませんと毎日宣言しないといけません。それなのにクリスチャンの方々が、これは一般的にはありえないことなので、皆さんがいままで学んできた知識や論理の中ではありえないことなので、ありえないことになっているのです。そう言われていても自分とは関係ないかのように思っています。そんな愚かなもったいない悲しいことがどこにあるのでしょうか。皆さん、無条件許され、全身きよい存在にするためにイエス様と出会わせたわけです。きっかけはいろいろあったでしょうけれども、イエス様と出会って、イエス様を信じている、教会で礼拝をささげているということは普通のことではありません。本当は、ありえない事なのです。奇跡なのです。自分自身のことを過小評価してはいけません。全身きよい、もう二度と罪に定められることはありません。ヘブル10：14にあるように、一度イエス様ご自身をささげることによって、私たちのことを永遠に全うしました。だから、私は永遠に許されているもの、永遠にきよい存在なのです。ヘブル10：17には、神様が二度と私たちの罪などは記憶しない。思い出すこともないとおっしゃっています。ヘブル10：22、私たちの心と体、すべてをきよめられているから、神の前に大胆に出ることができますと自分自身のことを告白しながら宣言しないといけません。皆さんの記憶に残って、時々皆さんを苦しめようとしている過去の様々なこと、いろいろな過ち、弱さの前でこれを宣言しないといけません。いまも弱さだらけであり、昨日もどんな過ちに引っかかっていたのか分かりません。わざと引っかかる理由はありませんが、皆さんは良心の呵責の前にイエス様と出会っているので、仕方がなく、でも、私はきよいのです。でも、永遠に全うされています。私に関わらず、キリストの御名によって大胆に神の前に出られるものだし、神に祝福されるようになっている存在です。これを福音と言います。イエス様と出会うことは、奇跡中の不思議であり、人生の中で、宇宙の中で最高の出来事です。皆さんはすでにその主人公ではないでしょうか。それなのになぜ自分自身のことを、イエス様と出会っている幸いな者として見ていないのでしょうか。
それから、イエス様がわたしもあなたを罪に定めませんとおっしゃった後、なんとおっしゃったでしょうか。「行きなさい」。本当は、殺されないといけないのですが、それは終わって行きなさいとおっしゃいました。それから、いまからは決して罪を犯してはなりませんとおっしゃいました。これは先ほども申し上げましたように、もう一度罪を犯したらもう勘弁しないという意味ではありません。それはいままでの話と合わない、まったくおかしい話になるでしょう。これは裏返しますとこういう話です。イエス様と出会いますと、どんな人間も新しく生まれるようになるということです。行きなさい。これからは罪を犯してはなりませんというのは、裏返しますと、あなたは新しく生まれたのだよ。あなたは以前のあなたではありませんという宣言なのです。だから、だれでもイエス様と出会いますと、どんな人間も新しく生まれるようになります。新しく造り変えられるようになります。どのようにでしょうか。皆さん、感じていなかったでしょうけれども、イエス様を信じたその瞬間、皆さんはイエス様とともに死んでしまいます。だから、新しく造り変えられて、新しく生まれるのです。イエス様と出会う以前の自分がどんな人間なのかも皆さんよく分かっていないでしょうけれども、一言で申し上げると、地獄に行くしかない、滅びの運命を抱えていた皆さんです。だから、偶像に走るしかないし、罪を背負って悩むしかないし、心配するしかないし、未来も不安な人生でした。ときには直接、悪霊にとりつかれて、様々な苦しみを味わっていたかもしれません。そして、なにを食べるか飲むかを目標にして、どうすれば他の人より前に立てるか、成功できるか。どうすれば幸せになれるかということばかり考えて生きていた自分はイエス様とともに死んでしまったのです。私は十字架とともに死んで、いまは私ではなくて、私の中にキリストが生きていらっしゃいます。イエス様が十字架にかけられるときに、皆さんは生まれてもいないでしょうけれども、不思議なことなのです。そのときに滅びるしかない以前の皆さんは、イエス様と一緒に十字架で釘づけにされて死にました。イエス様がお墓の中に葬られるときに、以前の皆さん、地獄に行くしかない皆さん、不幸な皆さんは、イエス様と一緒に葬られたわけです。それを覚えていてください。イエス様と出会った人は必ずそうなります。そして、すべてを打ち砕いて、死者の中、お墓の中から復活なさいました。そのとき皆さんも一緒にいのちを得られて一緒に復活したことを覚えていてください。なぜそう言えるのでしょうか。イエス様が本当にすべてを終えられて、これから世界福音化、伝道を本格的になされるために天に昇られましたときに、皆さんはイエス様と一緒に天に昇られたわけです。エペソ2：6、キリストともに天に座らせてくださいましたと言われているでしょう。だから、イエス様と一緒に死んだわけです。どんな人間でも、どんな辛い過去、どんなみじめな人間でも構いません。イエス様と出会いますと、その人間がイエス様と一緒に死んでしまいます。だから、Ⅱコリント5：17には、以前のものは過ぎ去りと書いてあります。イエス様と出会っているはずなのに、自分がこのようになっていることをなかなか気づかないのです。いちばん基本です。自分のことで悩む理由などありません。悩むような自分は、十字架とともに死にました。イエス様と出会って新しく造り変えられた自分と向き合わないといけません。イエス様とともに死んで、それから、イエス様とともに新しく生まれるようになりました。ニコデモにイエス様がおっしゃいました。人は新しく生まれなければ神の国に入ることはありません。その新しく生まれること、それが皆さんに当たったわけです。なぜならイエス様と出会ったからです。イエス様とともに死んで、イエス様と新しく生まれました。クリスチャンは、過去に捕らわれていては、まずスタートになりません。どんな過去があろうが。それは旧約の時からずっと預言されていました。エレミヤ31：33、わたしの言葉を石の板ではなくて、イエス様が来られた後は、ひとりひとりイエス様を信じる者の心に全部書き記すとあります。それが新しく生まれることです。ヨエル2：28にも、イエス様が来られたときには、わたしの霊を男女関係なく注いでくださるとあります。それが新しく生まれることなのです。その結果、イエス様と出会った人は、一人も例外なくどんな人間もこう言われます。あなたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。このように新しく生まれるのです。内側に聖霊を宿るようになります。エペソ1：13、聖霊を通して、聖霊をもってイエス様と出会っているひとりひとりの心の中に、たましいに証印を押されたとあります。おまえはわたしのものだ。過去のあなたではなくて、新しく造り変えられ、新しく生まれたのだというしるしとして、聖霊が内側に入って証印が押されたと言われています。イエス様と出会うと、どんな人間もこうなります。それでこのように言います。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもになる特権が与えられる。これは血によって、欲情によって生まれたものではなく、神から生まれたものです。イエス様と出会いますと、神様から新しく生まれるようになります。感謝してハレルヤと賛美してください。
　その結果、アブラハムもダビデもなかなか難しかったのですが、ローマ8：15を見ると、イエス様と出会った人は、神様のことを「アバ、父」と呼ぶようになります。新しく生まれます。以前の皆さんではありません。それは、言葉を変えるとこういうことです。これからは罪を犯してはなりませんというのは、あなたは最高に祝福されたものなのだという意味なのです。だから、イエス様と出会いますと、どんな人間でも新しく生まれることによって、最高の祝福の主人公になります。天の御国があなたのものです。天にある霊的なすべての祝福が与えられています。世にいる間は、蛇とサソリ、悪霊を踏みつける権威が与えられ、天使も私たちを手伝うようになる祝福が与えられています。その結果、この人間の体をもって、天の御国を希望にして、世の中を歩いているときには、ただの人間ではなく、教会として人生を歩くようになります。キリストを頭にして、キリストのからだとなる不思議な存在です。イエス様は、外見を見ると普通の人間です。でも、イエス様はただの人間ではなく、内側に神の霊が宿っているまったく罪のない神様ご自身です。それと同じように、皆さんがイエス様と出会って信じるときに、聖霊が、イエスの霊がみなさんの内側に内住することによって、そこら中の人間と同じかたちでしょうけれども不思議な存在なのです。それを教会と言います。キリストのからだなる教会です。皆さんを通してキリストがバンバンと暗やみの世界に流れ出るようなツールになっています。それこそが祝福であり幸いです。そのように新しく造り変えられています。そのために教会として世の光として地上を歩くために、王である祭司として地上を歩くために、イエスの霊がみなさんの内側に入って内住していらっしゃるということを覚えていてください。イエスが聖霊を通して内住することを新しく生まれると言います。もはや以前の神を離れていて、なにを食べるか飲むか、成功を目指して、出世を目指して、幸せを目指して頑張っている皆さんはもはやありません。そのような低次元の人生を歩くしかない存在は、十字架とともに死んで消えてなくなりました。だれがでしょうか。だれでもイエス様と出会いますと、このように新しく造り変えられます。レムナントの時に、この自分のアイデンティティがしっかりすれば人生が変わるでしょう。年をとっていらっしゃる方は、言葉を聞いてそうかなと思っても、長い間染み込んでいるもののゆえに葛藤があるでしょう。でも、その葛藤があっても事実なのです。だから、戦わないといけません。なにを食べるかと心配しそうになったときに「サタンよ去れ。違うよ。おれはそうじゃない」と戦わないといけません。
　最後に結論です。これからは罪を犯してはなりませんというのは、今申し上げました内容プラス、そこにはこういう意味が込められています。だれでもイエス様と出会いますと、これからはいままでとは違う新しい人生を歩くようになります。それが罪を犯してはなりませんという意味です。過去の人生の歩みそのままであってはいけないし、そうする理由もありません。あなたは新しく造り変えられているし、おまえには新しい人生が備えられている、それがこれからは罪を犯してはなりませんという意味です。だから、イエス様と出会いますと、どんな人間でも新しい人生を歩くようになります。その新しい人生は、まず人生の最後の結論を見据えて生きる人生です。ピリピ3：20、天の御国の国籍が与えられて、いつ死んでも天国に行けるように保証されています。それから、この地球が終わるときには、Ⅰコリント15：51-52にあるように、イエス様が復活なさったように、すべて信じる者が、からだがイエス様のように変えられて、皆がよみがえられるようになるという結論を持っているわけです。最終的には、黙示録21：1にあるように、新しい天と新しい地が天から下りてくると言われています。それが結論です。もう結論は決まっています。どうなるのだろうと心配する人生は古いものです。希望に満ちた結論をもって歩く新しい人生です。ですから、幸いな者、新しく生まれて、教会として新しく造り変えられ、天の御国の希望をもって今を歩くようになります。それで新しい人生というのは、人生を生きる理由が新しくなります。いままでとは違うでしょう。イエス様と出会いますと、こうなります。エペソ1：8、神様がひとりひとり望みをおいて召されて、神の理由があるということです。新しい人生というものは、自分がこのように生きたいというような希望ではなくて、それは古いものです。神の理由が私たちの人生にあります。その生きる理由が何かと言うと、パウロが言いました。ピリピ1：20、私のからだからキリストがほめたたえられるようにとあります。つまり、キリストの御名があがめられることが理由であり、それは言葉を変えると、キリストを十分に味わうというのが生きる理由だということです。それが新しい人生です。
　その結果、なにを食べるか飲むかという理由を捨てて、神の国と神の義を求める人生を歩くようになります。それが神の理由なのです。それをまとめて最後におっしゃいました。聖霊が臨まれると、エルサレムからユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまでイエスの証人となる。イエスの証人として生きること、これが理由なのです。この新しい人生が備えられて、その人生を堂々と歩くようになります。そして、この新しい人生の理由こそが、マタイ24：14にあるように、この歴史の理由なのです。だから、歴史と合致するようになるわけです。その人の人生は言うまでもなく、輝く人生、勝利ある人生になるしかありません。だれでもイエス様と出会いますと、人生の結論をハッピーエンディングの結論を見据えて、神の理由をもってこの人生を生きていくようになるし、もう一つ、新しい人生というのは、その神の理由を全うするための人生、生きる方法が新しいのです。

その方法は何でしょうか。先ほども申し上げましたように、聖霊が臨まれると力を受け、つまり、神の力によって生きる人生なのです。その神の力は、この理由をしっかり握って、使徒1：14、祈りに専念することによって、その神の力が現れます。証人となれるように。学業、産業、職業、家庭の現場、どこの現場でも、神の力が現れるようになります。皆さんの能力と関係ありません。条件、環境、状況などと一切関係ありません。これを握って祈りに専念するもの、ピリピ4：6、何も心配せずに祈りと願いをもって、そうするとすべてに優る神の知恵があなたの心と思いを平安の中で招いてくださると言われているでしょう。祈りが私たちの生き方なのです。祈りが方法なのです。ただ祈りがだいぶ誤解されているのですが、でも、それが新しい人生です。心配することでもなくて、猿知恵を働かせることではなくて、競争することではなくて、ただの努力ではなくて、祈りによって、つまり、神の力によって生きる、そういう新しい人生を生きるようになります。だれでもです。
結論を言いましょう。皆さん、日々、しっかり謹んで告白しましょう。サタンがいちばん嫌って、いちばん恐れる告白は何でしょうか。それは聖餐の告白に入っています。イエス様の血によって私は完璧にきよい。イエス様のからだによって、私はすべての問題がもう終わった。これが、悪魔がいちばん恐れることです。皆さん自分自身のことをそのように告白して、だから、私は新しく生まれて神の子どもであり、祝福の人間なのです。サタンが嫌うこと、サタンが怖がることをやらなければいけません。皆さんが一生懸命、勉強することは、サタンはちっとも怖がりません。一生懸命、働いてお金を稼ぐこと、それはサタンが手伝います。この告白、イエス様と出会った一つの理由で、私はもう終わった。私はきよい。神様に大胆に行けるものだ。私は神の子どもであり、祝福の者だ。そして、サタンがいちばん嫌っていちばん恐れる決断をしていただきたいと思います。芸術では、科学では、医学では、福祉などでは、絶対に解決できない。ひとつだけ、福音宣教によってのみ解決できる、そのことのために私の残りの人生はあります。神様、そのために私を用いてください。芸術をやらないのか、福祉がいらないのかという意味ではありません。芸術は、福音宣教のためにあるものです。福祉も福音宣教のためにあるものなのです。この決断をしない限り、皆さんはどこの分野でどういう専門性をもって頑張って極めて成功したとしても、神様とはまったく関係ありません。サタンもちっとも動かないです。だから、決断が必要なのです。なぜそんな無駄な人生を生きるのでしょうか。どこの分野でなにがどうであっても、神様、用いてください。この世の中の希望は一つしかありません。福音宣教のために残りの人生があります。私は、残りの人生はそのために生きますという結論の時に、サタンが震えて逃げて逃亡するようになるでしょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様の大いなる恵みによって、ひとりひとりがイエス様と出会い、これ以上ない完璧な祝福をいただいて、福音宣教のために証人としての新しい人生が許されているのにもかかわらず、見事にサタンにやられて過去から、また世の様々な誘惑からなかなか抜け出すことができないままです。どうか今日のメッセージを通して聖霊様が、イエス様と出会っているひとりひとり自分自身が、どれほど祝福され、どれほど変えられて、どれほど自由な人間であり、どれほど尊い輝く人生の主人公なのかを改めて確認し、実際、告白して宣言することによってサタンがひざまずく体験ができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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